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地表及び地下トンネル内で同時に観測されたS波部分のスペクトルのインバージョンを行い、地表及び地下
8 2 2 mの岩盤点をそれぞれ基準点として得られた相対的なサイト特性を比較した。次に、同じデータを用いた遺伝
的アルゴリズムによる手法により、同地域の（基準観測点なしの）絶対的なサイト特性を求め、先に求められた
相対的なサイト特性との比較を行った。

中国唐山地域では、1 9 7 6年唐山地震後の1 9 8 2年から1 9 8 4年にかけて中国―米国合同強震観測（I E M / C A L T E C H -
U S G S - U S C）が行われた。強震計には、K i n e m e t r i c sのP D R - 1（加速度計）が用いられた。観測点数は2 1点であり、
観測期間中にマグニチュードMが2 . 3から5 . 7の5 2個の地震が観測された。これら観測点の中には、地表岩盤観測点
のほぼ直下の地下鉱山内のトンネルに設けられた観測点があり、その深度は最も深いものでおよそ8 2 2 mである。
本研究では、先ず、地下8 2 2 m観測点での地表面からの反射波の影響を検討しそれを無視できることを確認した。
次に、これら地表及び地下トンネル内で同時に観測されたS波部分のスペクトルのインバージョンを行い、地表及
び地下8 2 2 mの岩盤点をそれぞれ基準点として得られた相対的なサイト特性を比較した。最後に、同じデータを用
いた遺伝的アルゴリズムによる手法により、同地域の（基準観測点なしの）絶対的なサイト特性を求め、先に求
められた相対的なサイト特性との比較を行った。

主要な結果は以下の通りである。地表及び地下岩盤点をそれぞれ基準点として得られた相対的なサイト特性の
比較から、地表岩盤点は平坦ではない固有のサイト特性を持つことがわかった。地表岩盤点を基準点とし

た場合の増幅率は、周波数およそ2 H zから1 0Ｈｚの範囲でf a c t o r 2～4ほど地下岩盤点を基準点とした場合より
小さい。遺伝的アルゴリズムを用いた手法により求められた絶対的なサイト特性と地下8 2 2 mの岩盤点を基準点と
して得られた相対的なサイト特性は良く一致する。これらの結果より，地表岩盤点を基準点として評価されるサ
イト特性は地表岩盤点固有のサイト特性により過小評価されていることがわかった。


